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教職員数62人となっている。

校名変更を前に塩谷伸晴校長から話を聞いた。

「4月からの校名変更が間近に迫ってまいりまし

た。改めて、『名古屋第一』の64年の歴史と伝統の

重さを感じます。そして、この間の創立者、歴代学

園長、23,000人余りの同窓生、並びに関係者の感慨

に想いを巡らすことが多くなりました。21世紀の幕

開けとはいえ、行き先不透明な時代に、『不言実行

あてになる人間』の建学の精神を不易とし、諸先輩

の意志を引き継ぎ、『中部大学第一高等学校』とし

て新生いたします。新しい世紀の学校、新しい時代

の人づくりをめざし、チャレンジしてまいります。

また、中部大学や中部大学技術文化専門学校と更な

る連携を図っていきたいと考えております。一層の

ご支援、ご鞭撻を頂きますようお願いいたします」

ゆっくりと、歌うように…

山田和夫記念「若い木のコンサートⅡ」

来場者と弦楽器にとってあいにくの雨となった

が、亡くなった山田和夫総長を偲ぶにふさわしい、

心も洗われる、さわやかで、暖かい雨であった。三

浦幸平メモリアルホールの500の席は、熱心な市民

によってすべて埋まった。毎年12月24日は、中部

大学の関係者にとって忘れられない日である。クリ

スマス・イヴだからではない。2000年のこの日に山

田和夫総長が亡くなられた。山田総長は、音楽がお

好きであった。10年以上になる中部大学キャンパ

ス・コンサートも山田総長のお考えで始まった。一

周忌を機に、キャンパス・コンサートの実行委員長

である三浦昌夫学監が中心になって、将来性のある

若き音楽家たちを奨励する「若い木のコンサート」

を開催することとなった。広く東海3県に関係する

30歳までの音楽学校の卒業生と在学生たちに、年に

一度、演奏の機会を与えようというものである。

昨年の第1回につづいて、「若い木のコンサート

Ⅱ」（昨年12月21日）では、応募によって選ばれた

「さら弦楽四重奏団」が、「アンダンテ・カンタービ

レ」楽章で有名な、チャイコフスキーの「弦楽四重

奏曲第1番」を演奏した。弓使いも良く合い、フレー

ジングも音楽的で、音色も美しく、響きも豊かで、

すべてにわたりとても充実していて、奨励賞の期待

に応える立派なものであった。さら弦楽四重奏団

は、第1ヴァイオリン栗山聡子・第2ヴァイオリン

二川理嘉・ヴィオラ石川園恵・チェロ小縣歩からな

り、4人とも愛知県立芸大を卒業した若き女性の音

楽家たちである。共にNHK交響楽団のコンサート

マスター山口裕之先生に師事している。第2部では、

その縁もあって、山口先生が、やはり地元の教え子

の一人丹羽道子さんとヴァイオリン2重奏の名曲を

3つ、シュポアーとプロコフィエフとモシュコフス

キーを聴かせてくださった。ピアノは、宮田俊雄先

生。ベテランたちの名演である。

万雷の拍手に応えてアンコールが始まるころに

は、すっかり雨も晴れていた。

（大学教授・人文・社会教室　鶴田正道）

大学のFDフォーラムを開催

2月14日午後3時30分よりリサーチセンター2階

大会議室で第6回FDフォーラムが行われ、85人の

出席者があった。フォーラムは前半と後半に分か

れ、前半では5つの学科における習熟度別クラス編

成に関する事例報告が、後半では平成13年度前期に

実施された『学生による授業評価』に関する報告が

行われた。

前半では杉井俊夫助教授による土木工学科の報告

さ
ら
弦
楽
四
重
奏
団



3

を皮切りに機械工学科（坂田敏行教授）・電気工学

科（後藤英雄助教授）・英語英米文化学科（大門正

幸助教授）・理学教室（竹中俊美教授）の発表があ

り、各学科においてどのような形態で習熟度別クラ

ス編成が行われており、どのような効果があがって

いるか、あるいは逆にどのような問題が生じている

かについて報告がなされた。

大学教育研究センター副センター長の三浦真琴助

教授による後半の発表では『学生による授業評価』

アンケートを（i）設問間の相関関係、（ii）専任教員

と非常勤講師との比較、（iii）諸指標（年齢・勤務年

数・クラスの大きさ・出席率・授業区分別）などの

様々な視点から統計的手法を用いて詳細に分析した

結果が報告された。また、報告された分析結果を基

に、授業改善のヒント（a）講義内容に対する理解が

深まるように工夫を凝らす、（b）学生が触発される

ような講義を心がける、（c）板書等を分かり易くす

るように留意する、（d）学生に教員の熱意が伝わる

ようにする、が提示された。

なお、三浦助教授による今回の発表は大学教育研

究センター発行の『中部大学教育研究』に掲載され

る予定である。

（大学助教授・英語英米文化学科　大門正幸）

スプリング・サイエンスキャンプ2003
文部科学省主催（科学技術振興財団運営）で

大学でも開催

文部科学省では科学技術の振興をはかり、次代を

担う青少年の科学技術に対する興味・関心を喚起

し、学ぶ意欲と科学技術への関心を高めてもらうた

めに、先進的な研究施設や実験装置が活用されてい

る現場を体験させ、第一線の研究者から実習指導を

受けさせようというスプリング・サイエンスキャン

プ2003を企画している。

航空宇宙技術研究所、核燃料サイクル開発機構、

宇宙開発事業団などといった超一流の研究所にま

じって、大学工学部もその一翼を担おうとしてい

る。全国11の拠点研究所の一つに選ばれ、3月23日

から2泊3日で全国から募集した12人の高校生など

を迎える。

今回は工学基礎教室で開発し、核融合プラズマ診

断に使っている世界最高性能の計測用遠赤外レー

ザ、先端技術研究センターの薄膜を基盤とした高度

光・電子機能素子の創成に関する研究、生産技術開

発センターのナノテクノロジーを主とした生産シス

テム、加工技術、メカトロニクス、精密計器、生産

管理等の研究が公開され、参加者は体験できること

になる。さらに楽しい工作実験も行われる。

今回のキャンプではこうした大学の先端研究の現

場の見学や研究者との直接懇談の機会を通して、高

校生にものづくりを体験してもらい、21世紀の科学

技術への夢を共に育んでいきたいというのが企画意

図である。

大規模震災対策などを話し合い
第14回防災対策協議会

一昨年12月から大学の防災・安全全般の見直しを

行い、各種の施策を実行してきた防災連絡会議は昨

年5月、名称を防災対策協議会と変え引き続き活動

を続けてきた。

今年度最後の会議が去る2月27日に開かれ、今年

度の反省点や新年度の活動についても話し合った。

ここでは各セクションが行ってきた安全・防災対策

について、はじめて全学的に実施された安全点検、

毒劇物等使用・管理簿の提出、学内の防犯・セキュ
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